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日本形成外科学会 ２０１９年度事業計画

Ⅰ．理事会、研修会の開催

（１）理 事 会…………年４回 

（２）定 例 評 議 員 会…………２０１９年５月１４日 

（３）通 常 総 会…………２０１９年５月１６日 

（４）第６２回学術集会の開催

会 期：２０１９年５月１５日～１７日 

会 場：京王プラザホテル札幌、ロイトン札幌 

参 加 者：３，０００名(予定) 

演 題 数：８５０題 その他特別講演、招待講演、文化講演、教育講演等 

（５）第２８回基礎学術集会

会 期：２０１９年１１月１４日～１５日 

会 場：仙台国際センター 

演 題：一般演題、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ、特別講演、教育ｾﾐﾅｰ等予定 

（６）講習会の開催（春・秋 年２回）

春 季：２０１９年５月１４日 

会 場：ロイトン札幌「ロイトンホールＤ」 

参 加 者：３５０名(予定) 

秋 季：２０１９年１１月１３日(予定) 詳細未定 

Ⅱ．機関誌等の刊行

（１）機関誌『日本形成外科学会誌』第３９巻２号～第４０巻１号(通常号１２冊)

各４，７００部印刷予定

（２）機関誌『PRS』発刊予定

（３）英文機関誌「Journal of Plastic Surgery and Hand Surgery」発刊予定

Ⅲ．日本形成外科学会専門医等の認定

（１）日本形成外科学会専門医の認定。

（２）研修プログラム、日本形成外科学会認定施設および教育関連施設の審査・認定

を行う。

（３）日本形成外科学会専門医資格更新審査を行う。

（４）日本形成外科学会皮膚腫瘍外科分野指導医の認定。

（５）日本形成外科学会小児形成外科分野指導医の認定。

（６）日本形成外科学会再建・マイクロサージャリー分野指導医の認定。

（７）日本形成外科学会領域指導医の認定。

Ⅳ．内外の関連学会との連絡および提携

（１）関連学会との連絡の緊密化を図る。

（２）日本医学会に評議員、連絡委員を、外科系学会社会保険委員会連合に委員を、 
日本医師会に疑義解釈委員等を送り、医療の適正化について協力する。

（３）日本専門医機構による専門医更新及び研修プログラムの一次審査を行う。
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Ⅴ．その他目的を達成させるために必要な事業

（１）各種委員会活動を行う。日本専門医機構等との関係において生涯教育の充実等

を図る。

（２）その他必要と思われる事業の企画。


